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河川区域内の樹木は、洪水時に流れを阻害したり、河川巡視時に視界を遮り監視の妨げになったり
と河川管理の支障となっている箇所があります。

山形河川国道事務所では、河道内樹木の利用を希望する企業、団体、個人に対し伐採希望者を募集
し、伐採希望者が自ら伐採して無償で持ち帰っていただく取り組みを行っています。

南陽出張所管内では、高畠町露藤地先の最上川と天王川合流点の９区画を公募しました。
今年度1回目の受付は終了しましたが、今後もこの取り組みを継続していく予定です。

河川管理者の課題

・河川の樹林化
・樹木による洪水の流下阻害
・樹木が河川監視の支障
・河道の固定化

利用者ニーズ

・薪の確保
・チップ材やペレット材等

の確保
・河川内樹木の活用
・洪水や速やかな流下

至 米沢

至 山形 JR奥羽本線

←最上川

▲鳥類の生育環境保護のため、
事前に野鳥の会と現地調査を
行いました。

▲伐採者に対し、現地にて伐採前
説明会を行い、注意事項などを
共有しました。

▲伐採者の要望等を聞き､より良い
取り組みになるようにしていきます｡

▲現在の伐採箇所。冬前には、
見通しもよくなる予定です。

◀ヘルメット、ゴーグル、手袋など
着用し安全対策もバッチリ！
▼運搬も伐採者自身で行います。

公募伐採箇所


